





































の順に計 10 編であった。エウリピデスの場合、この 10 編のうち最初の 3
作が「ビザンティン三部作」の順に並んでいる。また、アイスキュロスとソ






キュロスに関して、同じ M 写本での 7 編の順序は「ビザンティン三部作」
のものとは一致しない。フンガーによれば、M のステンマと「ビザンティ
ン三部作」タイプの Φ のステンマとは、アーキタイプ ω で初めて交わる。



































































































ナルドの HP：euripidesscholia.org/EurSchHome.html によれば 1000–1050 年
頃）のものとされる。スコリア付きのディオニュシオス『周遊記』に続き、
20r より『ヘカベ』、44r より『オレステス』本文、76v より『フェニキアの
女たち』本文、109v より『アンドロマケ』本文、133v より『ヒッポリュト
ス』（本文 1–1234）が続く。ヴィラモヴィッツは『アルケスティス』がこの
Мに入っていて消されたものと推測する（Labowsky 1979 : fn.135）。
VM472 は、ソフォクレスの OCT 旧版では 14 世紀のものとされており、








降を除く）『平和』（377–1298 を除く）『蛙』『雲』であり、これら計 7 作品
を収めている。この写本はアリストファネスの「ビザンティン三部作」を収
めるものの、それ以外の作品を間に含み、順序にも逆転が見られる。
















































に限定されることとなった（Griffith 1983 : 36）。
アイスキュロスのこの M 写本と同じ写本に、続いてソフォクレスの作品
7 編が含まれていて、こちらは L の略称で示される（ラウレンティアヌス




している。一方、上掲したヴェネツィアの VM468（“V” ; 13 世紀）にあっ
ては、「ビザンティン三部作」の 3 作が順に連なって収められてはいない。
またフィレンツェの写本 G（conv. soppr. 152, 1282年）にあっては、記載収
録の順序が『アイアス』『オイディプス王』『エレクトラ』『フィロクテテス』
であることが知られている（Turyn 1944 : 17）。これに対し、1290 年頃と想
定されるモスコプロス由来の最古の版は、『アイアス』『エレクトラ』『オイ
ディプス王』の 3 作に限定されていて（Hunger 1961 : 275）、この点につい
てはトゥリンも指摘している（Turyn 1949 : 95）。つまりソフォクレスの写
本に関しては、作品の配列順に 2系統があり、ヴェネツィア所蔵本の中でも
VM467・616と VM468とで不一致が認められる。VM468は 1270年頃の成
立と考えられ、また上で触れた G 写本（1282 年成立）も記載順序が異なっ
「ビザンティン三部作」をめぐって 143
ている。フマニストたちの活動は、アンドロニコス 2 世パライオロゴス帝



























































ストラテ（女の平和）』である（Hall 1968 : 205）。一方、前節に挙げたヴェネ





















スは 1305 ないし 1306 年に投獄されたとされ、これはおそらく政治的な事
件に巻き込まれたのが理由かと思われる（Ševčenko 1952）。
次に、トマス・マギストロス（1270–1325）もモスコプロスと同様、マク










トファネスの写本校訂にも携わったと考えられる（Sommerstein 2001 : 34）。
そしてデメトリオス・トリクリニオス（1280–1340）は、このトマス・マ























合同運動のために尽力した。しかしミカエル 8 世が 1282 年に没し、合同反
対派のアンドロニコス 2 世が帝位に就くと（在位 1282–1328）、教会合同に
反対する論文を著す。こうして遺されたのが『ケファライア』（「章」; 当初

























て考えてみよう。第 2 版とも言うべき全 4 章構成のものを参照することに




















































































起源とすると思われる（DS 1965 : §470）。以降、9世紀のフォティオス問題









1274 年に開催された第 2 リヨン公会議は、その決議事項に関して、後の
フェッラーラ・フィレンツェ公会議（1438–39）とほぼ同質であり、西方側







































ブラハム：10 月 9 日（以下、いずれもグレゴリウス暦によるギリシア・カ
トリック教会での日付; cf. 秋山 2007）、モーセ：9 月 4 日、ヨシュア：9 月
1日、サムエル：8月 18日、エリヤ：7月 20日、エリシャ：6月 14日、ヨ
「ビザンティン三部作」をめぐって 153
ブ：5月 6日、イザヤ：5月 9日、エレミヤ：5月 1日、バルク：9月 28日、
エゼキエル：7月 23日、ダニエル：12月 17日、ホセア：10月 17日、ヨエ
ル：10月 19日、アモス：6月 15日、オバデア：11月 19日、ヨナ：9月 21
日、ミカ：1月 5日；8月 14日、ナホム：12月 1日、ハバクク：12月 2日、



























は、終末における聖霊発出をめぐる説明なのであって（1ｺﾘﾝﾄ 15 : 28）、新約
聖書の随所に歴史上のイエス自身による聖霊の授与が記されていようとも































義の勝利という結果に終わる。パラマスは 1359年 11月 14日に没している
が、このパラマスの列聖式を執り行ったのが、本稿冒頭でも触れたフィロテ
オス・コッキノスであった。このフィロテオスは 1353 年から 1355 年にか
けて、また 1364 年から 1376 年にかけてコンスタンティノポリスの総大司
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